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富＊お手本となる活動をされている先甜医師

が少なく手探りの状態で活動しているため、

どれだけのことができているのかはわかりま

せん。それでも、自身の勤務灰時代と比較を

●実際に閑業して自山に診旅を提供できる

ようになり、どのように感じていらっしゃい

ますか？

患者を鋭く理解し共感できる理由

た目は綺麗なので原因を突き止められませ

ん。症状に対して投槃しても効果がなく、内

視鏡検在でも異常が発見されなければ、心tli

内科を紹介されることもあるようです。

私は「面在化している症状を診るだけでは

なく、その根本原因を与える」という発想を

知った際、目から鱗が落ちるような感立を立

えました。とても強く私の琴線に触れまし

て、根本原囚を掘り下げることにやりがいを

感じるようになりました。そして、自由にそ

の韻域を追究するためには、開業の必要があ

ると考えたわけです。

遍
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薗
口

E
コ

l

雹
するならば、より患者さんに寄り添うことが

できているとは感じています。

例えば、10年以上にわたって困っていたお

腹の症状が、このクリニックで栄投旅法に取

り組んだことでスッキリ紹消してきた患者さ

んがいます。私自身もどちらかといえば＂腸

が弱い部類の人間ですので、患者さんの気持

ちがよくわかるんです。胄腸は栄設の入口な

ので、巾に「お腹の調子が悪い」だけではな

く、どうしても全身に体潤不良が出ますし、

それによってメンクルが落ち込んでしまうこ

ともあります。その患者さんはとても喜んで

くださいまして、やはり印象に残っています

ね。
警宮本先生が注力している栄梵税法を求め

る患者さんも増えてきているのでしょうか？

富＊ネットなどでいろいろな梢報を染めた結

果、巡り巡って私のもとに来てくださる患者

さんも、少しずつ増えてきた印象ですね。

●私自身は胃腸は強いのですが、腰痛を

持っていまして、同じ腰痛持ちの人は日常の

動きを見るとすぐにわかるんです。

宮本先生は医者という専門家であることに

加え、ごn身も胃脱に悩まれているというこ

とで、店い解像度で患者さんのことを理解さ

れ、その気持ちに立って考えていらっしゃい

そうですね。

言＊そうですね、患者さんに共感できること

は多々あります。

例えば「グルテンフリー」という主に小麦

粉由米の食品を避ける食事法がありますよ

ね。健山法やダイエットの文脈で語られるこ
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いのですね。

冒内視鐙をメインに考えていたわけではな

取り、栄蓑税法という医掠があることを知り

；ました。病気や不潟の根本原囚にアプローチ

する考え方を自身の診旅に取り入れたいと考

えたことが開業を決断した贔も大きな兜由で

~す。
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富＊このクリニックで慟いてくれることが、

9そのスクッフのためになっているのかという

点は気にしています。つまり、単に生活代を

稼ぐための仕事ではなく、やりがいを感じて

へぷける只況を提供できているかどうかに気を

配っていますね。

]●自パ」も口目あればお聞かせ

富＊クリニック運営の課題とは少し毛色が児

ーなるのですが、栄養欣法の持つ効果を多くの

i人に伝えきれていないことは悩みです。

｛私は栄焚税法の効果を確偉していますが、

，．やはり自代診旅ということもあり、伝わらな

い人には全く受け入れてもらえません．

一

! 

ー

讐たしかに自由診僚ということで、少々のです。

壁を感じる方はいらっしゃいますよね。＾若いうちは大きな問題とはなりません。た "‘ 

富＊身近なところでは、例えばサプリメント亨‘40絨を過ぎてくると酵素の働きは如実に

の効果を根拠のある理山を持って説明してさ差が出てきます。「健康な生活を送っている

しあげることができますし、バフォーマンスのになぜ潤子が悪いんだ」と訴える方がよく

rを向上させたい領域を相談してもらえればそいるのですが、ひとつには遺伝子レペルの差

のアドパイスをすることもできます。が影響しているのです。

讐患者さん個々のニーズや状況に合わせた現在は遺伝子検査も非常に身近になってき

アドパイスができるわけですね。ています。今後数年で日本でもどんどん普及

富＊そうなんです。遺伝子にも左右されますしていくでしょう。自分がどんなリスク因子

から、一律にはできないことがたくさんあるを持っていて、どんな対応をすれば健庫が改

んです。善するのか、是非もっと多くの方に貫味を

曹遺伝子も影響するのですか？持ってもらえるように魅力を伝えていきたい

富＊凍く走ることができる人と、できない人ですね。

がいることと全く同じです。コレステロール

の代謝がいい人もいれば、悪い人もいるわけ

J竃乱村翁
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「栄養」の領域を

選択・集中して突き進む
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とが多いですが、実’ーしてみた

r5t 

.iです。それまでほぽ毎日下痢をしていたので

5すが、グルテンフリーを実施してみて、その

回数は明らかに減少しました。

ベハラシュート開業の 一
ーきっかけとなった趣味

.9 
●このクリニックは以前の勤め先の病院か

ヽ

らおよそ10キロメートル離れていますし、い

わゆる落下傘開業ですよね。不安もあったと

思うのですが、なぜこの地域を選択されたの

でしょうか？

富＊住んでいるエリアとも異なるのですが、

実はこのあたりには土地勘がありました．と

いうのも、勤務医時代には、ここから徒歩 5

分ほどの長垂海岸でよくウインドサーフィン

をしていたんです。

●趣味ではマリンスポーツをされるのです

ね。うまくリフレッシュできていますか？

富拿仕打と趣味の両立が目下の悩みのひと

つで、なかなか海に行けていないんです

（笑）。ウインドサーフィンの他にもマリンス

ポーツは好きなのですが、海のそばで開業し

たにもかかわらず、その回数は開業前よりも

少なくなっていますね。

讐週末の時間の確保もなかなか難しい状況

なのでしょうか？

富拿週末はさまざまな勉強会に足を運ぶこと

が多いですね。近年では「未病」や「予防」

という考え方にとても注目が集まっています

よね。自分が勤務医だった頃に専門としてい

た領域をクリニック｀ し‘
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新たにそのような釘域について学んでいる先

生方もとても増えてきている印象です。

●たしかに特にこの415年で、そのよう

な先生が念増している印象です。

富＊ですから、私も自分の専門の学会もそっ

ちのけで、週末のたびに新たな分野の勉強会

に参加していますよ（笑）．

●宮本先生個人のワークライフバランスの

お話もありましたが、クリニック運営におい

て何か課題と感じていることはありますか？

富＊経営者としての力不足を感じていまし

て、そこが大きな鰈題ですね．

学生時代から、例えば部活動でも単なるプ

レイヤーでしたので、誰かを統率するリー

ダーとしての立場の経験がありません。です

から、その苦労はとても感じています。

●院長としてスクッフさんとの関係で意識

されていることがあれば教えてください。

いですよ」と次々に提案をしてくださいま

す。その点があまり経営者としての欲や野心

のない私には、とてもありがた＜助かってい

ると感じています。

●ありがとうございます。最後に今後の展

望をお聞かせください。

富＊お陰様で開業後の5年間はとても順調に

歩んでくることができたと思います．メディ

アからお声がけいただくこともあり、栄養療

法の専門家としての私を求める患者さんも増

えてきました。「その期待を裏切らないよう

にもっと勉強をしなければならない」という

思いは持ち統けたいと思います。一

この5年問で私1人で取り組める範囲の限

界も見えてきました。限られたリソースをよ一

り自分が取り組みたい領域、具体的には胃腸

と栄養にさけるように進んでいきたいと思い
怒―

ます。＾

ん

●本日は貴重なお話をありがとうございま：ぷ

した。今後の益々の発展、さらなる地域への呪屯

況‘­

貢献を祈念しています。B
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